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大成麺設技術センタ一本館

所在地:横浜市戸壕桜名義華町 334-1

竣 工 年 :1979年(昭和 54年〉

改 修 年 :2006年(平成 18年)

用 途:掛究所(改{事前後とも)

建物所存者:大成建設蛸

改楼設計者:大成建設側一級建築士事務所

改修施工者:大成建設鰯
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本館は 1979~に竣;工した研究施設であるが、 30年弱経年するなかで顕在北してきた謀組を鐙ながらの 

1)ニューアルにより解決し、新築;こも勝る空間性と機能性を獲得することに成功している。

リニニ:t~アルの要件のうち磁震性能、環境性誌の改善など技術的に対応可能な部分に比して、空間の

賀の再生はなかなか国綾な場合が多い。特に機能性、経済4設が論斑的に追求された高Ii成長期の建物で

あれば、余剰の部分が皆無であることから身動き出来ない状況に賠るケ…スも珍しくない。本件の改修

は既存撞設に rCREATIVEBOXJと称する吹抜けを内包した絡を付加させることで種々の諜鰭を

ブレイクスルーしている点に特融がある。この箱の開設惑と連続性、一体惑に謁ちた吹抜けが従来の研

究空惑をイノベーションを育む現代の研究スペースとしてふさわしい空間に変貌させている。吹抜けを

設けることで新たな動線や説線の交誌が生まれコミュニケ}ションを誘発する手法は必ずしも新しいも
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のではないが、ここでは既存部の自然換試を促すヒートチムニーとしても機能させている。 増床部分の

(ダクタル AFスラブ)は 100m肢の二東床からの全面床吹出し空調により、クリエイティブスペースと

して良苛な空需環境を講築している。吹ま友け部分は上部を全面トッブライトとしているがチェッカー棋

のプリントが施された ETFE(フッ繁樹脂製)フィルム二枚重ねによる務先機能を持たせたり、アルミエ

ンボスミラ}による関接光システムを設費し粂らかな光環境を実現している。

また、設存研究オフィスの天井に於いては空調や勝、明、スピ…カー等をユニットイヒし各人のデスク

のPCからコントロール可能なパーソナル空調を掠用している。吹出し日の笠置も欝易に変更できるよう

されており、決適性向上と環境負荷偲減に寄与している。

さらに既存部分一階では離籍子鋼板議強工法により肱震補強を実施している。これはデザイン牲と績

工性を両立させるべく開発されたものである。 rCREATIVE BOXJのファサ}ドのカーテンウォ…ルに

は縦方立部分に自然換気装畿が仕込まれ、中空!濯の際さを 20cmに簿型化したダブルスキンの一掃体型ユニッ

トが傑渇されており、経震で施工性に優れ、工期も短縮可能であり、外壁のリニユ」アルにふさわしい

ものとなっている。 

1)ニューアル関連技術は分野毎に種々な開発技術が登場してきているが、三重要なことはそれらをうま

く組み合わせてひとつの鰭築にインテグレ…トしてゆくことである。本建物には総合建設業の会社の f技
術センタ…」にふさわしく、新議に開発した技術が実験的設l!皆のものも含めて満載されており、真に技

術のショールームの様相を笠している。時代のキーワ}ド「環境負荷低誠」、 ¥LCCOzの鰐減jに最も逆

行するのがスクラップアンドピルドである。本件は新しい潔境を製造するに捺して新築によ

ニュ…アゆが充分有効な選択肢であることを証明している好例である。 
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